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 How does a body composition analyzer determine body composition?
Tsutomu HASHIMOTO*, Erina WATANABE
Faculty of Health Science, Department of Health and Nutrition, Osaka Aoyama University 
Summary We examined how a body composition analyzer determines body composition. Using measured body 
weight and the bioelectrical impedance value, the analyzer estimates body fat composition as a stastically confi rmed 
value based on age, gender and height. By comparing two subjects of the same age, gender and body weight, the 
taller has a smaller body fat component, and a larger impedance value corresponds to a larger fat component. The 
fat component does not depend on age, but the visceral fat area is estimated to be higher for a male over 40 years old 
than for a female or a younger person.







織の増加と捉えられてきた。平成 7 (1995) 年から国
民栄養調査、国民健康・栄養調査に BMI (body mass 
index 〔kg/m2〕)による判定基準が導入され、平成 10 
(1998) 年以降、男女とも BMI=22 を標準とし、18.5 
未満をやせ、18.5 以上 25.0 未満を普通、25.0 以上を
肥満と判定することとされた。
日本肥満学会が 2000年に発表した「新しい肥満


























腹部 CT での内臓脂肪面積≧ 100cm2に相当するウエ

























秤量 270 kg、最小表示 0.1 kg）とインピーダンス測定
部（8 電極、測定周波数 5KHz/50KHz/250KHz、測定
範囲 75.0～ 1,500.0 Ω、0.1 Ω単位）からなる 5)。






ンス値の実数部を R 、虚数部を X としてオーム（Ω）
単位で表示される。RL は右脚、LL は左脚、RH は

















性別を男女二通り、身長を 5 cm ごと（140 ～
180cm）、年齢を 10歳ごと（20～ 80歳）に変化させ
て入力後、計測した。
表 1　対象 2 名の通常測定データ
図 1　出力例（MC-780A 取扱説明書より）
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られた（表 2 ）。H-L、L-L は、それぞれ体幹部、両
脚部に相当するインピーダンス値である。
2 名の対象者の見かけの体重を 55 kgに調整し、性
別を男性、年齢を 45 歳と入力し、生体インピーダン
ス以外の条件をすべて一致させた状態で、体脂肪率と
身長の関係を検討した（図 2 ）。対象者 A のインピー
ダンス値（H-L の実数部、5 KHz での測定値）は約
760 Ω、対象者 B は約 630Ωだった。高い身長に対し
て体脂肪率は低く出力され、身長と体脂肪率にほぼ直
線的な関係が得られた。インピーダンス値のより大き
い対象 A は、対象 B より体脂肪率が高く表示された。
体脂肪率と年齢の関係を知るために、対象 A と対
象 B の両者で、20～ 80歳の範囲で年齢を変化させ






































































































象 B の体重差が約 14kgだったので、水を入れたペッ
トボトルを背負って対象 A の体重を約 10kg増やし、
着衣量を実際より大きく入力することで対象 B の見
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